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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　異なる波長を持つ複数のレーザビームを光ディスクに集束する対物レンズであって、
　中央部分と周囲部分とを持つ本体と、
　前記中央部分にあるとともに前記周囲部分に隣接する突出部と、
　前記周囲部分において前記光ディスクに向かって突出する保護手段であって、下方に位
置する保護突起とその上方に積層した保護部材とを備える保護手段とを備え、
　前記保護部材と前記保護突起との境界面が、前記光ディスクの面と平行な前記突出部の
頂点に接する面よりも下方に位置し、前記保護部材の少なくとも上端部が弾性材から形成
されており、また、
　前記保護部材が、前記中央部分の前記突出部を覆うことなく前記本体の前記中央部分を
囲むようにリング状に配置されているとともに、前記保護部材の上端面が前記本体の前記
突出部の前記頂点に接する面よりも上方に突出する、対物レンズ。
【請求項２】
　前記保護部材は、前記本体の前記中央部分の周囲に連続して形成されていることを特徴
とする、請求項１記載の対物レンズ。
【請求項３】
　前記保護部材は、互いに離隔された多数の部分からなることを特徴とする、請求項１記
載の対物レンズ。
【請求項４】
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　前記弾性材は、ゴムであることを特徴とする、請求項１記載の対物レンズ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、本ディスクに対して照射される複数波長のレーザ光を集光する対物レンズに関
する。
【０００２】
【従来の技術】
最近、光記録媒体は多くの種類があり、例えばＣＤやＤＶＤ等のディスクが取り扱われる
。しかも、最近の傾向としては、複数種類のディスクに対して共用する対物レンズが備え
られるようになっており、ＣＤやＤＶＤ共に同一のレンズにて集光する機能を持つ。
【０００３】
この場合、例えばＣＤでは７８０ｎｍの波長光、ＤＶＤでは６５０ｎｍの波長光のレーザ
光が集光されるので、ディスクと対物レンズとのいわゆるワーキングディスタンスが変わ
り、ＣＤでは１．３ｍｍ、ＤＶＤでは１．７ｍｍの間隔がとられる。
【０００４】
他方、対物レンズのフォーカスサーボについては、図１に示すようにディスク１００の上
下動に対してピックアップ１０１が上下動して行われるが、サーボ機構としてはピックア
ップ１０１の他に、フォーカス誤差信号検出回路１０２及び位相補償ドライブアンプ１０
３からなるフィードバック回路により形成されており、上記ワーキングディスタンスに応
じてサーボがかけられることになる。
【０００５】
この場合、フォーカスサーボにおける対物レンズ１０１Ｌの動きは、図２（ａ）に示すよ
うにコイル１０１Ｃの励磁により上下動することになり、図２（ｂ）の如くディスク１０
０に向かって近づき、ついで遠のくフォーカスサーボが行われる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
このような現状において、異なるワーキングディスタンスにてフォーカスサーボが行われ
た場合、広範囲のサーボについては、ワーキングディスタンスの小さい側でのサーボでは
対物レンズがディスク裏面に衝突することが頻繁に生じている。
【０００７】
この対物レンズのディスク裏面への衝突は、対物レンズ本体を傷つけ、あるいはディスク
裏面を傷つけることにつながる。
【０００８】
本発明は、レンズ本体やディスク裏面の衝突による損傷を防止するようにした対物レンズ
の提供を目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　上記の目的を達成するため、本発明に係る、異なる波長を持つ複数のレーザビームを光
ディスクに集束する対物レンズは、中央部分と周囲部分とを持つ本体と、中央部分にある
とともに周囲部分に隣接する突出部と、周囲部分において光ディスクに向かって突出する
保護手段であって、下方に位置する保護突起とその上方に積層した保護部材とを備える保
護手段とを備え、保護部材と保護突起との境界面が、光ディスクの面と平行な突出部の頂
点に接する面よりも下方に位置し、保護部材の少なくとも上端部が弾性材から形成されて
おり、また、保護部材が、中央部分の突出部を覆うことなく本体の中央部分を囲むように
リング状に配置されているとともに、保護部材の上端面が本体の突出部の頂点に接する面
よりも上方に突出することを特徴とする。
【００１０】
　保護部材は、本体の中央部分の周囲に連続して形成されていてもよく、または、互いに
離隔された多数の部分からなってもよい。また、弾性材としてゴムを用いてもよい。
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【００１１】
【発明の実施の形態】
ここで、図３～図５を参照して、本発明の実施の形態例を説明する。図３（ａ）（ｂ）共
に上方がディスク裏面に対向する。この図３（ａ）では、ディスク裏面側の対物レンズ１
の本体１ａの周囲平面に本体１ａとは別の保護材１ｂが接着されている。
【００１２】
この保護材１ｂは、本体１ａの突出表面１ｃよりも若干突出した高さを有するリング状に
形成され、本体１ａを取り囲むようになっている。
【００１３】
この場合、保護材１ｂとしては弾性材であるものがよく、しかも一定の硬さを有する材料
、例えばゴムがよい。
【００１４】
図３（ｂ）は、従来から存在する対物レンズ１の周囲の保護突起１ｐ上を切欠いた形状と
なっており、この保護突起１ｐ上にあってレンズ本体１ａの突出表面１ａ上に突き出た部
分は保護材１ｂが被着された形状になっている。つまり、レンズ本体１ａより突き出た部
分のみ保護材１ｂが備えられるものである。
【００１５】
因みに、従来では図３（ｂ）の保護材１ｂの高さも含めて保護突起１ｐのみが対物レンズ
１と一体に形成されており、保護材１ｂをその保護突起１ｐの上に更に積み重ねる提案も
あったが、この場合には保護突起状の保護材が大きく突出することになり、この保護材が
今まで以上に頻繁にディスク裏面に衝突することになって都合が悪い。つまり、ディスク
裏面に保護材が強く擦られることになって、単に保護突起状に保護材を積層することは問
題である。このことは、ディスク回転中は常にフォーカスサーボが行っている関係上、信
号の再生のためには実に都合が悪いことによる。
【００１６】
図３（ａ）（ｂ）では、レンズ本体１ａの周囲に保護材１ｂを形成した例を示したのであ
るが、周囲に等配あるいは間欠的に保護材１ｂを備えたり、あるいは部分的に保護材１ｂ
を備えるようにしてもよい。保護材１ｂの高さとしては、従来の保護突起の高さと同様で
あり、しかも、衝突したとしても保護突起でなく保護材である。また、保護材１ｂとして
塗布により形成してもよい。この結果、従来と比べてレンズやディスクの損傷は格段に低
下する。
【００１７】
　図４，図５は、ディスク１００の再生機を示し、１０はレーザ出射のためのレーザダイ
オードや半導体レーザ、１１は絞りのための回折格子、１２は入射光と反射光とを分ける
ビームスプリッタ、１３は平行光を得るコリメータレンズ、１４は集光のためのレンズ、
１５は光検出器を示している。この図において、図４と図５はレーザからの入射光と出力
光とを直進させるか、ビームスプリッタにて分岐させるかの違いだけである。ここにおい
て、対物レンズ１は、そのレンズ本体１の周囲に保護材（図示省略）を備えていることは
図３のとおりである。
【００１８】
上述の図３の説明では二つの例示をしたが、レンズ本体１ａの突出表面により突き出た部
分を少なくとも保護材１ｂとすればよく、種々の変形例が考えられる。
【００１９】
また、本例の対物レンズは、複数種類のディスクに共有できるものならばなんでもよい。
【００２０】
【発明の効果】
　以上説明したように本発明によれば、対物レンズのディスク対向面側に保護材を備えた
ことにより、レンズやディスクの損傷が軽減されることになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図１は、フォーカスサーボのブロック図である。
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【図２】　図２は、フォーカスサーボの具体的説明図である。
【図３】　図３は、対物レンズの断面図である。
【図４】　図４は、ディスク再生機の概略図である。
【図５】　図５は、他のディスク再生機の概略図である。
【符号の説明】
　１：対物レンズ、　１ａ：レンズ本体、　１ｂ：保護材、　１ｃ：突出表面、
　１ｐ：保護突起

【図１】 【図２】
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【図５】
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